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『⽼老老後』と『住まい』に関する調査

三菱菱⽇日⽴立立ホームエレベーター株式会社



調査概要と、回答者属性
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【調査⽬目的】

•わが国において、今後、更更なる⾼高齢化が予想される中で、シニア世帯の住宅宅設備のあり⽅方を考え
る上での参考資料料としていく。

【調査対象と規模】

•「持ち家⼾戸建て居住」「既婚」「⼦子ども有」「⾃自宅宅に同居世帯なし」の全ての条件を満たしてい
る、60歳から75歳までの男⼥女女600名

【調査期間】

• 2015年年8⽉月10⽇日〜～8⽉月15⽇日

【調査⽅方法】

•インターネット調査

【回答者属性】

【図表1】性別	
  N=600

【図表2】年年齢	
  N=600

0% 100%

36.2%63.8%

男性 ⼥女女性

0% 100%

3.3%21.0%45.8%29.8%

60-‐‑‒64歳 65-‐‑‒69歳 70-‐‑‒74歳 75-‐‑‒80歳



調査結果①	
  ―「⽼老老後」についての意識識
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【Q1】
今、あなたご⾃自⾝身は『⽼老老後』だと思いますか。（回答は1つだけ）

【Q3】	
  
仮に『⽼老老後』を⾝身体状況や⽣生活スタイルの変化で区分すると、あなたはどの状況からが『⽼老老後』だ
と思いますか。最もあてはまるものをお選びください。（回答は1つだけ）

【Q5】	
  
下記の中から、あなたが、今、⽣生活する上で、最も重要視していることを教えてください。（回答
は1つだけ）

0% 100%

5.8%53.2%41.0%

0% 100%

9.1%11.5%4.0%13.7%37.8%23.8%

仕事をリタイアしてから
⽇日常⽣生活をおくる上で、様々な不不⾃自由を感じるようになったら
⽇日常⽣生活をおくる上で、誰かの援助が必須になったら
要介護状態になったら
『⽼老老後』という考え⽅方⾃自体がおかしい
その他

0% 100%

6.7%11.7%5.7%22.0%41.3%9.8%

仕事（家事）
趣味等、⾃自分の時間
家族との交流流・団らん
ボランティア等の社会活動への参加
静かにゆっくりと過ごすこと
友⼈人・知⼈人たちとの交流流
その他

N=600

N=600

N=600

思う 思わない わからない

2.8%



調査結果②	
  ―「⽼老老後における⾃自⽴立立」意識識
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【Q6】
あなたたちご夫婦は、現在、『⾃自⽴立立した⽣生活』をしていると思いますか。（回答は1つだけ）

【Q7】	
  
あなたにとって、ご夫婦での『⾃自⽴立立した⽣生活』の定義をお選びください。（回答はいくつでも）

0% 100%

2.2%94.0%

思う 思わない わからない

1.5%

1.5%

32.7%

43.0%

51.8%

57.8%

61.8%

65.7%⾃自宅宅での⽇日常⽣生活において
⾝身体的に不不⾃自由なく、快適に暮らすこと

0% 100%

N=600

N=600

夫婦で趣味等の余暇を⾃自由に楽しみ
⼼心豊かな⽣生活をおくること

⾦金金銭的に⼦子供たち等からの援助なく
暮らすこと

⽣生活に必要な費⽤用すべてを
夫婦間でまかなって暮らすこと

護ヘルパー等のサポートなく
夫婦で暮らすこと

住まいや暮らしに関することを
夫婦のみで決めること

その他

わからない

3.8%



調査結果③	
  ―「⽼老老後」と「現在の住居」について
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【Q9】
現在の住まいに、できるだけ⻑⾧長く住みたいですか。（回答は1つだけ）

【Q10】	
  
今後、⾜足腰が弱くなり、歩⾏行行器や⾞車車椅⼦子が必要になった場合、現在の住まいでストレス（不不⾃自由）
なく住み続けられますか。（回答は1つだけ）

0% 100%

5.2%32.8%62.0%

是⾮非、住み続けたい できるだけ住み続けたい 住み続けたくない

6.3%

7.8%

9.8%

11.2%

14.7%

22.5%

26.2%

28.0%

33.1%

33.1%

35.4%

38.0%

64.3%階段を使うのが億劫になる

廊下が歩⾏行行器や⾞車車椅⼦子で移動するには狭い

家の中に段差が多く、歩⾏行行器や⾞車車椅⼦子での移動が難しい

上階に洗濯物を⼲干しに⾏行行くことが難しくなる

お⾵風呂呂やトイレのスペースが狭く、歩⾏行行器や⾞車車椅⼦子では窮屈

廊下などに⼿手すりが付いていない

家の設計上、1階だけで⽇日常⽣生活をおくることができない

キッチンの流流し台が⾼高く、⾞車車椅⼦子での作業が難しい

⽞玄関に外出⽤用の⾞車車椅⼦子を置くスペースがない

⽕火事のとき、消⽕火活動が難しくとっさに逃げることもできない

引⽕火や消し忘れが不不安なためガスコンロの使⽤用をためらう

⽕火事が怖いため、⽕火を使う暖房の使⽤用をためらう

⽞玄関の鍵やリビング窓が古いため、⽇日常の防犯に不不安を感じる
0% 100%

0% 100%

10.5%50.5%31.3%7.7%

絶対に不不⾃自由なく住み続けられる おそらく不不⾃自由なく住み続けられる
おそらく不不⾃自由を感じると思う 絶対に不不⾃自由を感じると思う

【Q11】	
  
具体的にどのようなストレス（不不⾃自由）を感じると考えますか。（回答はいくつでも）

N=600

N=569

N=347



調査結果④	
  ―「⽼老老後へ向けたリフォーム」について
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【Q12】
今後、⾜足腰が弱くなり、歩⾏行行器や⾞車車椅⼦子が必要になった場合でも、⾃自宅宅でストレスなく（⾃自由に）
⽣生活できるリフォームや建て替えに興味がありますか。（回答は1つだけ）

0% 100%

7.0%33.2%47.0%12.8%

とても興味がある どちらかというと興味がある どちらかというと興味がない
まったく興味がない

4.5%

4.7%

11.1%

12.8%

13.1%

14.5%

15.9%

16.2%

17.8%

28.1%

29.2%

31.2%

42.3%

49.6%室内における段差の解消

⼿手すりの設置

⽣生活動線の⾒見見直し

お⾵風呂呂やトイレ等への広めのスペース確保

緊急⽤用通報ボタンの設置

⽞玄関の鍵等を防犯性能の優れたものへ変更更

⽕火災防⽌止のためのガスコンロからIHへの変更更

キッチンの流流しを低くする

ホームエレベーターの設置

⽞玄関スペースの拡張

寝室を畳の和室から介護ベッドがおける洋室へ変更更

廊下の幅を広げる

リビングや廊下などを絨毯敷きからフローリングへ変更更

0% 100%

【Q13】	
  
どのように改善（リフォームや建て替え）をしたいと思いますか。（回答はいくつでも）

【Q14】
今後、⾜足腰が弱くなり、歩⾏行行器や⾞車車椅⼦子が必要となった場合、上階への移動⼿手段としてホームエレ
ベーターがあったら便便利利だと思いますか。（回答は1つだけ）

0% 100%

19.7%21.2%59.1%

便便利利だと思う 便便利利だとは思わない わからない

N=600

N=359

N=600



【Q15】
将来、介護が必要になった際、⾃自分の⼦子どもに⾯面倒を⾒見見てもらいたいですか。（回答は1つだけ）

調査結果⑤	
  ―「⼦子供に⾯面倒を⾒見見てもらうこと」について
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N=600

【Q16】	
  
実際に⼦子どもに⾯面倒を⾒見見てほしいと伝えますか。（回答は1つだけ）

【Q18】	
  
	
   [Q15で、⼦子供に⾯面倒をみてもらいたくない理理由」「Q16で、⼦子供に⾯面倒を⾒見見てほしいと伝えない
理理由」をお知らせ下さい。（回答は1つだけ）

0% 100%

13.0%12.0%54.7%18.8%1.5%

是⾮非、⾒見見てもらいたい
どちらかと⾔言えば⾒見見てもらいたい
どちらかと⾔言えば⾒見見てもらいたくない
絶対に⾒見見てもらわない
わからない

0% 100%

0.8%30.3%55.0%13.9%

絶対伝える（既に伝えている）
おそらく伝える
おそらく伝えない
絶対に伝えない

0% 100%

6.6%13.0%65.6%7.8%

⾃自分の⼦子どもだと⾊色々と煩わしい
⼦子どもに負担をかけたくない
⼦子どもの配偶者や孫に気兼ねする
⼦子どもよりも⾃自分の介護に適した⼈人がいる
誰のサポートも受けるつもりはない
その他

【Q18】へ	
  

【Q18】へ	
  

N=122

N=438

2.7%

4.3%



【Q19】
シニアが⾃自⽴立立した⽣生活をできるだけ⻑⾧長く続けられるよう、政府や⾃自治体等に在宅宅医療療の充実や医療療
のIT化、ロボット介護等の施策を進めてほしいですか。（回答は1つだけ）

調査結果⑥	
  ―「⽼老老後」の新たなあり⽅方について
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N=600

【Q20】	
  
IT化やロボット化された最先端の在宅宅介護医療療が⼀一般化したら、積極的に活⽤用したいですか。（回
答は1つだけ）

【Q23】	
  
「⾼高齢者⽤用シェアハウス」「シニアマンション」等、新しい形の⾼高齢者の住まいのあり⽅方に、 　 　	
  
興味がありますか。（回答は1つだけ）

0% 100%

3.0%10.0%46.5%40.5%

是⾮非、進めてほしい
どちらかと⾔言うと進めてほしい
あまり興味がない
まったく興味がない

0% 100%

3.4%58.3%31.4%

積極的に活⽤用したい
どちらかというと活⽤用したい
あまり活⽤用しない
まったく活⽤用しない
わからない

0% 100%

10.8%46.3%36.0%6.8%

とても興味がある
どちらかと⾔言うと興味がある
あまり興味がない
まったく興味がない

N=522

N=600

6.9%

0.0%


